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はじめに


Oracle Real-Time Integration Business Insight管理者ガイドでは、Oracle Real-Time Integration Business Insightの管理者がInsight製品で実行する必要がある管理タスクの詳細について説明します。




対象読者


このマニュアルは、Oracle Real-Time Integration Business Insightアプリケーションを各自のビジネス・ニーズに応じて使用する、管理者ロールを持つユーザーを対象としています。

次のものに関する基礎的な知識があることを前提としています。

	
Oracle WebLogic Serverコンソール


	
WebLogicサーバー上で実行されているもの


	
Oracle Business Intelligence Publisher (BI Publisher)。




詳細は、事前定義済ロールへのユーザー/グループの追加を参照してください。






ドキュメントのアクセシビリティについて


Oracleのアクセシビリティへの取り組みについては、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)にアクセスしてください。


Oracleサポートへのアクセス

サポートを購入したオラクル社のお客様は、My Oracle Supportを介して電子的なサポートにアクセスできます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info、聴覚に障害があるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。








関連ドキュメント


詳細は、次のOracleリソースを参照してください。

	
Oracle Real-Time Integration Business Insightの理解


	
Oracle Real-Time Integration Business Insightスタート・ガイド


	
Oracle Real-Time Integration Business Insightの使用









表記規則



このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	
太字

	
太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。


	
イタリック

	
イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。

















1 概要


Oracle Real-Time Integration Business Insightは、ビジネス・ユーザー向けに設計されたアプリケーションで、ビジネスに使用しやすい経験がもたらされます。管理者は、ユーザー/グループの追加、データ接続の構成、レポートの構成、パージ、データ・オブジェクトのクリーニングおよびプロジェクトなどの処理を一定の間隔で実行できます。


Oracle Real-Time Integration Business Insightには、ビジネス・ユーザーに対して次を可能にするWebベースの機能が提供されています。

	
ビジネス概念の簡単なモデル化


	
実装への自然なマッピング


	
ビジネス進捗の迅速なモニター


	
効率的なワークフローおよびランタイムのモニター

	
開発努力ゼロ


	
ランタイムへの最小の影響





	
公開されたスター・スキーマによる高度な分析の利用


	
バンドルされたレポート機能の利用









1.1 Insightの概要


Oracle Real-Time Integration Business Insight (Insightとも呼ばれます)は、ビジネス・ユーザーが情報技術担当者に頼らずにビジネス・レベルのメトリックのモデル化、収集および監視をできるようにすることでビジネス・ユーザーを管理します。

Oracle Real-Time Integration Business Insightに加えてWebLogic Server、Service Oriented Architecture、Oracle Service BusおよびBusiness Process Monitoringをインストール後、Oracle Service Busエージェントを手動で構成する必要があります。このエージェントを構成するには、http://<host>:<port>/insight-osb/resources/にアクセスしてください。

Insight管理者は、アプリケーションを正常に機能させるために次のタスクを実行する必要があります。

	
ユーザーの作成と適切なロール権限の割り当て


	
SOAまたはService Busサーバーへの接続の設定


	
レポート機能の構成と設定。









1.2 ユーザーおよびロールの理解


Oracle Real-Time Integration Business Insightには、様々な種類のユーザー・ペルソナがあります。各ユーザーにはロール・セットが定義されており、ユーザーがアクセスできるアプリケーションの領域は、ユーザー・ロールにアタッチされた権限によって異なります。

次のユーザー・ペルソナが用意されており、それぞれにアプリケーション・ロールが関連付けられています。

	
InsightBusinessUser

	
次のようなビジネス条件について考慮しています。

	
プロセスのマイルストン


	
ビジネス・ファクト


	
サービス・レベル。








	
InsightIntegrationArchitect

	
次の実装を理解しています。

	
ソフトウェア・アーキテクチャ


	
プロセス・トポロジ


	
アプリケーションの構造。








	
InsightExecutive

	
ダッシュボードにアクセスできます。次の操作を実行できます。

	
ダッシュボードの作成


	
ダッシュボードの編集


	
ダッシュボードの表示。








	
InsightAdmin

	
アプリケーション内のすべての権限を持つスーパー・ユーザーです。このユーザーがOracle WebLogicおよびOracle Enterprise Managerコンソールに対する適切なアクセス権と権限を持っている場合は、ユーザーを作成し、ロール権限を割り当てることができます。

	
ユーザーの作成とロール権限の割り当て


	
レポートの構成


	
データ接続の作成および管理。








	
InsightModelCreator

	
次のロール権限を持っています。

	
モデルの作成


	
モデルの編集


	
モデルの表示。




このユーザーは、モデルの所有者です。





	
InsightConnectionCreator

	
次のロール権限を持っています。

	
サーバーへの接続の作成


	
接続の編集


	
接続の削除


	
接続のテストおよび構成。




InsightAdminまたはInsightConnectionCreatorロール権限を持つユーザーのみが接続を管理できます。







InsightAdminユーザーは、Oracle WebLogic ServerおよびOracle Enterprise Managerコンソールに対する適切なアクセス権と権限を持っている場合、必要な数のユーザーを作成し、適切なロール権限をユーザーに割り当てる権限も持っています。一般に、ユーザーは複数のロール権限を持っています。たとえば、ユーザーKarlはInsightAdmin、InsightModelCreatorおよびInsightIntegrationArchitectに同時になることができます。ユーザーとロール権限の数は、ビジネス・ニーズによって決まります。

詳細は、事前定義済ロールへのユーザー/グループの追加を参照してください。










2 事前定義済ロールへのユーザー/グループの追加


ユーザー・ロールによって、アプリケーション内でユーザーが実行できるタスクまたはアクティビティが決まります。ユーザーは個別またはグループで存在します。

事前定義済ロールにユーザー/グループを追加する前に、次を実行する必要があります。
	
ユーザーを作成します。詳細は、http://docs.oracle.com/html/E24401_02/taskhelp/security/DefineUsers.htmlを参照してください。


	
ユーザーをグループに関連付けます。詳細は、http://docs.oracle.com/html/E24401_02/taskhelp/security/ManageUsersAndGroups.htmlを参照してください。


	
グループを作成します。詳細は、http://docs.oracle.com/html/E24401_02/taskhelp/security/DefineGroups.htmlを参照してください。







Oracle Real-Time Integration Business Insightには、インストールとともに6つの事前定義済ロールが提供されています。ロールは、エンタープライズ・レベルで設計されたユーザーのグループであり、通常は権限またはアクセス権を割り当てるために使用します。ロールにメンバーとして他のロールを含めることもできます。アプリケーション・ロールは、ユーザーまたはユーザーのグループがアプリケーション内で持つ権限またはアクセス権のセットです。
ロールを編集または作成する必要がある場合は、Oracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlコンソールへの管理アクセス権を持っている必要があります。





ロールに関連付けられたユーザーの編集

既存のロールに関連付けられたユーザー/グループを追加/編集するには、次の手順を実行します。




	Oracle Enterprise Managerコンソールに管理者としてログインします。
	「WebLogicドメイン」→「セキュリティ」→「アプリケーション・ロール」に移動します。
「アプリケーション・ロール」ページが開きます。

図2-1 「アプリケーション・ロール」ページ

[image: 図2-1の説明が続きます]





	「アプリケーション・ストライプ」として「Insight」を選択します。
	「ロール名」フィールドの矢印をクリックして、既存のすべてのロールを移入します。
	ユーザーを追加または削除するロールを選択し、「編集」をクリックします。
「アプリケーション・ロールの編集」ページが開きます。

図2-2 「アプリケーション・ロールの編集」ページ

[image: 図2-2の説明が続きます]





	必要に応じて、「表示名」と「説明」を編集します。
	「追加」をクリックします。
「プリンシパルの追加」ダイアログが開きます。

図2-3 「プリンシパルの追加」ダイアログ

[image: 図2-3の説明が続きます]





	「タイプ」として「アプリケーション・ロール」、「グループ」または「ユーザー」を選択します。「グループ」を選択した場合は、そのグループのすべてのユーザーが影響を受けます。
	「プリンシパル名」または「表示名」に基づいてユーザーまたはグループを検索します。
	プリンシパル名を検索せずに入力するには、「拡張オプション」の下のチェック・ボックスを選択します。
	「プリンシパル名」を入力します。これは必須フィールドです。
	「表示名」を入力します。



	「OK」をクリックします。
選択したロールの権限が編集されます。

重要:

コンソールとダッシュボードにアクセスする権限が必要なユーザーは、BAMContentCreatorグループに関連付けられている必要があります。ユーザーをグループに関連付ける方法の詳細は、http://docs.oracle.com/html/E24401_02/taskhelp/security/AddUsersToGroup.htmlを参照してください。

グループおよびユーザーを削除する方法の詳細は、http://docs.oracle.com/html/E24401_02/taskhelp/security/ManageUsersAndGroups.htmlを参照してください。









2.1 SOAサーバーにアクセス可能なアプリケーション・ロール


SOAサーバーにアクセスしてそこでコンポジットをデプロイするには、特別なロール権限が必要です。


次のアプリケーション・ロールを持つユーザーはSOAサーバーにアクセスできます。

	
SOAAdmin


	
SOADesigner


	
MiddlewareAdministrator


	
MiddlewareOperator


	
SOAMonitor


	
SOAOperator


	
BPMWorkflowAdmin











2.2 SOA接続を作成するアプリケーション・ロール


特別なロール権限を持つユーザーはSOA接続を作成できます。


次に示すロール権限を持つユーザーはSOA接続を作成できます。

	
SOAAuditViewer


	
SOAAuditAdmin


	
default_ApplicationOperator


	
defualt_Composer


	
defualt_Deployer


	
defualt_Monitor


	
defualt_Tester











2.3 接続を構成できるアプリケーション・ロール


接続を構成するには、特別な権限が必要です。


接続を構成するには、次のロール権限が必要です。

	
BPMWorkflowAdmin


	
BPMWorkflowCustomize


	
BPMAGAdmin


	
BPMOrganizationAdmin















3 データ接続


Oracle Real-Time Integration Business Insightを使用すると、ビジネス・ユーザーはアプリケーションの抽象モデルを作成し、そのモデルをSOA SuiteおよびService Busのような様々なOracle Fusion Middlewareテクノロジに関する実装にマップできます。マップされたモデルをアクティブ化すると、システムがアプリケーションのビジネス・アクティビティを監視します。メトリックのマッピングおよびランタイム抽出は、どちらもデータ接続を使用して実行されます。

システムはデータ接続によってランタイム・エンジンと通信できるようになります。データ接続は、適切な場所と認証情報を使用して構成する必要があります。これらの統合は、SOAやService Busなどの各種のテクノロジ上でホストされます。

InsightAdminまたはInsightConnectionCreatorのロール権限を持つユーザーは、接続を作成して管理する権限を持っています。データ接続の詳細は、Oracle Real-Time Integration Business Insightの使用のデータ接続の操作を参照してください。




3.1 データ接続の作成


InsightConnectionCreator/InsightAdminロールを持つユーザーのみが接続を作成できます。


データ接続を作成するには、次の手順を実行します。




	「管理」タブまたは「ホーム」ページのナビゲーション・ショートカットをクリックします。
「データ接続」ページが開きます。


	「接続の作成」をクリックします。
「接続の作成」ダイアログが開きます。


	次の詳細を入力します:
	「名前」: 接続の適切な名前
	「ID」: 自動的に生成される接続の一意識別子。必要に応じて変更できます。
	「説明」: 接続の適切な説明を入力します
	「タイプ」: 接続のタイプ(SOAまたはService Bus)を選択します
	「ホスト名」: 接続のホスト名


注意:

同じドメインまたは異なるドメイン内で実行されているSOA SuiteサーバーまたはService Busへの接続を作成できます。Insightのデータ接続によってSOA Suite/Service Bus Insightエージェントに接続するには、これらのエージェントがSOA Suite/Service Busサーバー上で実行されている必要があります。Insightのこのバージョンでは、単一のエージェントにマップされる複数のInsightインスタンスがサポートされないことにも注意してください。




	「ポート番号」: 接続の適切なポート番号
	SSLを使用して接続を有効にする場合は、「SSL有効」を選択します。
	「ログイン」: 接続に使用するユーザー名
	「パスワード」: 接続に使用するパスワード



	「接続のテスト」をクリックして、指定したパラメータでサーバーへの正常な接続が確立されるかどうかをテストします。
接続が正常に確立された場合は、「構成済」メッセージが表示されます。
詳細は、データ接続のテストを参照してください。




	「作成」をクリックします。


図3-1 「接続の作成」ダイアログ

[image: 図3-1の説明が続きます]








接続の作成後、接続が取り得る状態は3つあります。
	
接続がまだテストされていない場合には、「ドラフト」状態になります。


	
接続が作成時または編集時にテストされ、テストに合格した場合の「構成済」状態


	
接続が作成時または編集時にテストされ、テストに失敗した場合の「切断済」状態。













3.2 データ接続の編集


InsightConnectionCreator/InsightAdminロールを持つユーザーのみが接続を編集および更新できます。

接続を編集するには、次のようにします。


	「管理」タブまたは「ホーム」ページのナビゲーション・ショートカットをクリックします。
「データ接続」ページが開きます。


	編集する接続の横にある「編集」アイコン(鉛筆アイコン)をクリックします。


図3-2 接続の編集

[image: 図3-2の説明が続きます]




「接続の編集」ダイアログが開きます。

図3-3 「接続の編集」ダイアログ

[image: 図3-3の説明が続きます]





	更新する必要があるフィールドを変更します。
	「接続の再テスト」をクリックして、変更された接続をテストします。
テストに合格した場合は、接続の状態が「構成済」に変更され、テストに失敗した場合は、状態が「切断済」に変更されます。


	「保存」をクリックして変更をコミットします。


データ接続が変更内容で更新されます。






3.3 データ接続のテスト


入力された資格証明が有効であり、接続を実装に使用できることを確認できるため、データ接続のテストは必須です。

新規モデルのマッピングの実装にテストされた接続を使用できます。InsightConnectionCreator/InsightAdminロールを持つユーザーのみが接続をテストできます。



データ接続をテストするには、次の手順を実行します。




	「管理」タブまたは「ホーム」ページのナビゲーション・ショートカットをクリックします。
「データ接続」ページが開きます。


	テストする接続の「接続のテスト」アイコンをクリックします。
テストに合格した場合は、接続の状態が「構成済」に変更されます。テストに失敗した場合は、状態が「切断済」に変更されます。テストは次のいずれかの理由で失敗します。
	
指定された資格証明が正しくない


	
接続で参照されているサーバーが使用できない





図3-4 テストされた接続

[image: 図3-4の説明が続きます]





	すべての接続をまとめてテストするには、「データ接続」ページの「すべてテスト」をクリックします。


注意:

接続が「ドラフト」状態になっている場合は、「すべてテスト」ボタンを使用して接続をテストできません。











3.4 データ接続の削除


使用していないデータ接続を削除できます。InsightConnectionCreator/InsightAdminロールを持つユーザーのみがデータ接続を削除できます。

データ接続を削除するには、次の手順を実行します。


	「管理」タブまたは「ホーム」ページのナビゲーション・ショートカットをクリックします。
「データ接続」ページが開きます。


	削除する接続の「接続の削除」アイコンをクリックします。
「接続の削除」アイコンは、データ接続が次の状態になっている場合にのみ有効になります。
	
「切断済」状態


	
「ドラフト」状態


	
「構成済」状態だが、アクティブなモデルで使用されていない。





注意:

アクティブ化されたモデルで使用されているデータ接続は、削除できません。


図3-5 データ接続の削除アイコン

[image: 接続の削除アイコン]






選択したデータ接続が削除されます。










4 レポート


Oracle Real-Time Integration Business Insightアプリケーションは、デフォルトでいくつかのレポートを提供し、カスタム・レポートを構成する機能も提供します。ただし、レポート機能は、特定のロール権限を持つユーザーのみ使用できます。

InsightAdministratorのロール権限を持つユーザーのみが、Oracle Real-Time Integration Business Insightアプリケーションでレポートを構成できます。InsightExecutiveおよびInsightModelCreator権限を持つユーザーは、レポートの表示のみ可能です。

レポートが構成されていない場合は、「レポート」ページに次のエラー・メッセージが表示されます。


図4-1 レポートが構成されていない

[image: 図4-1の説明が続きます]





4.1 レポートの構成


アプリケーションで表示するために、レポートを構成する必要があります。InsightAdministratorのロール権限を持つユーザーのみ、レポートを構成できます。


レポートを構成するには、次の手順を実行します。




	BI Publisher 11.1.1.7をインストールし、パッチ・セット5を適用します。
	Oracle Automated Release Updates (ARU)パッチをBI Publisherに適用します。
このパッチは、HTMLレポートの表示時にグラフをレンダリングするために必要です。


	管理権限を持つユーザーとしてBI Publisherにログインします。BI PublisherのURLは次のようになります。BI PublisherのURLの形式はhttp://<hostname>:<port>/xmlpserver/で、デフォルト・ポートは9704です。
	「管理」→ランタイム構成→「プロパティ」に移動します。
	「HTML」セクションで次のフラグを有効にします。
	HTMLに埋め込まれたオフライン表示用の画像とチャート: True。
	チャートでのSVGの使用: True。



	「管理」→「データソース」→「JDBC接続」に移動します。
	「データソースの追加」をクリックし、次の値を入力します。

	
「データソース名」: Insight


	
「ドライバ・タイプ」: Oracle 11g。


	
「データベース・ドライバ・クラス」: oracle.jdbc.OracleDriver


	
「接続文字列」: jdbc:oracle:thin:@<hostname>:<port>:<sid>


	
「ユーザー名」: <RCU_PREFIX>_soainfra


	
「パスワード」: ユーザーの作成時にRCUで指定したパスワード。







	次の値を持つクラリファイアを追加します。

	
値: インストール時にRCUによって作成されたスキーマのユーザー名とパスワード

RCUはBI PublisherとInsightの統合先となるSOAまたはOSBに対して実行されるため、クラリファイアは必要不可欠です。









BI PublisherでInsightデータベースへのデータベース接続が作成されます。


	BI Publisherユーザーの作成をクリックして、Insightでレポートを作成および構成するための適切な権限を持つユーザーを作成します。詳細は、事前定義済ロールへのユーザー/グループの追加を参照してください。
	「アップロード」をクリックして、BI PublisherにデフォルトのInsightレポートをアップロードします。
	WebLogicサーバー上のORACLE_HOMEからsoa/reports/Oracle_Integration_Insight_Reports.xdrzファイルをダウンロードします。
	「カタログ」に移動します。
	「共有フォルダ」をクリックします。
	リソースのアップロードをクリックし、Oracle_Integration_Insight_Reports.xdrzファイル(手順aでダウンロードしたファイル)をアップロードします。
「共有フォルダ」/Oracle Integration Insightレポートの内部に「カタログ」フォルダが作成されます。





	BI Publisherユーザーのユーザー資格証明を入力します。

	
Enterprise Manager Fusion Middleware Controlで、「セキュリティ」→「資格証明」に移動します。


図4-2 Enterprise Manager Fusion Middleware Controlの「資格証明」画面

[image: 図4-2の説明が続きます]



	
oracle.soa.insightを展開してINSIGHT_BIP_CONNECTION_KEYを選択します。oracle.soa.insightが存在しない場合は、「マップの作成」をクリックしてこれを作成し、「キーの作成」を使用してINSIGHT_BIP_CONNECTION_KEYキーを作成します。


	
「編集」をクリックして、ユーザー名とパスワードを入力または編集します。これらの資格証明はBI Publisher用です。

「キーの編集」ダイアログが開きます。次の詳細を入力します。


図4-3 「キーの編集」ダイアログ

[image: 図4-3の説明が続きます]



	
「ユーザー名」: BI Publisherへのログイン時に使用するユーザー名を入力します。これは必須フィールドです。


	
「パスワード」: BI Publisherにログインするためのパスワードを入力します。これは必須フィールドです。


	
「パスワードの確認」: 前述の手順で入力したパスワードを再入力します。これは必須フィールドです。


	
「説明」: キーの適切な説明を入力します。これはオプションのフィールドです。


	
「OK」をクリックします。










	「システムMBeanブラウザ」で、InsightConfigBeanに移動します。


図4-4 ConfigMBean:InsightConfigBean

[image: 図4-4の説明が続きます]



「BiUserServerName」フィールドは使用されておらず、「BiServerPassword」にはINSIGHT_BIP_CONNECTION_KEY (デフォルト値)が含まれています。




	InsightでMBeanを更新して、BI Publisherサーバーへの接続を作成します。
	Insightドメイン内のOracle Enterprise Manager Fusion Middleware Controlコンソールにログインします。
	「WebLogicドメイン」→「システムMBeanブラウザ」に移動します
	「MBeanブラウザ」が開きます。
	「InsightConfigBean」を展開します。属性は次のとおりです。

	
BiServerPassword: BI PublisherサーバーのCSFパスワード資格証明鍵。このキーは、資格証明ストアで作成したINSIGHT_BIP_CONNECTION_KEYである必要があります。


	
BiServerUrl: BI PublisherサーバーのURL。http://<host:port>/のような値を入力します。URLには必ずポート番号を含めてください。統合によって、このURLの末尾にxmlpserver/が自動的に追加されます。したがって、プロトコル、ホストおよびポートのみを含めます。


	
BiServerUsername: この属性は使用しません。












レポートが構成されます。
この構成は、Insightアプリケーションにログインして検証する必要があります。レポートは、「レポート」に移動したときに表示されます。アプリケーション内でモデルを作成してアクティブにすると、レポート・データの生成が開始されます。








4.2 レポートの理解


デフォルトの各レポートは、特定の目的向けであり、特定のデータを表示します。

管理者がレポートを構成すると、次のレポートがデフォルトで使用可能になります。

	
最新のマイルストンレポート: 直前に通過したマイルストンに基づいてインスタンスの情報が表示されます。


	
マイルストン・パフォーマンスレポート: 特定のモデルに関連付けられたインスタンスの存続期間全体に含まれるすべてのマイルストンに焦点を当てます。インスタンスが進行してホットスポットを識別するまでにかかっている時間を識別するために、マイルストンと次のマイルストンの間の経過時間は平均に一緒に集計されます。


	
「インスタンス」レポート: 特定のInsightモデルのインスタンスに焦点を当てます。このレポートにはサマリー・ビューまたは詳細ビューが表示されます。


	
例外 - エラー・ステータスのインスタンスレポート: 指定されたエラー・マイルストンに関する追跡情報が表示されます。直前にエラー・マイルストンに到達したインスタンスが報告されます。


	
例外 - スタック・インスタンスレポート: 現在の実行継続時間がしきい値(秒)を超えているマイルストンに関する追跡情報が表示されます。開いているインスタンスのみがレポートに含まれます。




レポートの詳細は、Oracle Real-Time Integration Business Insightの使用のレポートの操作を参照してください。






4.3 カスタム・レポートの追加


Oracle Real-Time Integration Business Insightには、カスタム・レポートを追加するためのオプションが用意されています。カスタム・レポートで表示されるデータを構成できます。

カスタム・レポートを追加するには、次の手順を実行します。

	
BI Publisherに管理者としてログインします。


	
「カタログ」に移動します。


	
「共有フォルダ」/Oracle Integration Insightレポートに移動します。


	
Insight配布によって提供される「カスタム・レポート」と言う名前のフォルダを見つけます。


	
レポートを作成してこのフォルダにコピーします。

	
Insightという名前のJDBCデータ・ソースに問い合せることにより、BI Publisherを使用してレポートを作成します。


	
パラメータのタイプはMenu、DateおよびTextに限定されます。


	
レポートは、Oracle Real-Time Integration Business Insightコンソール内ですぐに使用可能になります。したがって、別のフォルダにレポートを作成し、レポートが想定どおりに動作したら、検証済のレポートのみを「カスタム・レポート」フォルダにコピーすることをお薦めします。





	
Oracle Real-Time Integration Business Insightコンソールの「レポート」ページをリフレッシュします。




これで、デフォルト・レポートの下に新しいカスタム・レポートが表示されます。










5 パージ


パージをすると、Insightイベント・ストアからデータが完全に削除されます。データベースの増加やアプリケーションのパフォーマンスを管理するには、Insightの一部として収集されたメトリックを構成に基づいてパージする必要があります。

Insightのデータは、Insightイベント・ストアと、Insightのアクティブ化されたモデルごとに作成されるBusiness Activity Monitoringデータ・オブジェクトに格納されます。これら2つのソースに含まれるデータを、InsightのConfigMBeanによって提供される構成に基づいて定期的にパージする必要があります。




5.1 InsightConfigBeanパラメータ


構成可能なMBeansおよびMBeanパラメータは、データ・オブジェクトおよびInsightのイベントのパージ設定を決定します。


次の構成可能パラメータは、InsightConfigBeanの一部として使用可能になります。このmBeanは次のとおりです。

com.oracle.procmon.engine.management.mbeans.impl:name=InsightConfigBean,type=ConfigMBean,Application=insight



パラメータ

パラメータの詳細を次に示します。

	
BAMMetricsRetentionPeriod: このパラメータは、BAMデータ・オブジェクトの一部として取得されたメトリックの保存期間を制御します。デフォルト値は90 daysです。この属性が更新されると、アクティブ化されたすべてのモデルのBAMデータ・オブジェクトの保存期間が同じ値で更新されます。値0は、メトリックがパージされず、無期限に保存されることを示します。


	
EventStoreRetentionPeriod: このパラメータは、取得されたRAWイベントの保存期間を制御します。デフォルト値は-1です。これは、表データが処理され、BAMでメトリックが公開された直後に表データがパージされることを意味します。値0は、データがパージされないことを意味します。この属性の値を変更した場合は、パージ・ジョブを有効にするためにサーバーを再起動する必要があります。











5.2 イベント・ストアに取得されたイベントのパージ


エージェントにより生成されたInsightイベントは、データベース表内で永続的です。パージ・ジョブの実行により、InsightConfigBean属性内のEventStoreRetentionPeriod属性に基づいてCREATION_DATE列と比較してデータがパージされます。

デフォルト値は-1です。これは、パージ・ジョブが常にバックグラウンドで実行され、処理後のイベントが削除されることを意味します。このmBeanに0以外の値を構成した場合は、構成された値をパージ・ジョブに反映するため、サーバーを再起動する必要があります。CREATION_DATE列との比較で保存期間より前のイベントがすべて削除されます。

成功イベントのみをパージできます。






5.3 BAMデータ・オブジェクトに取得されたメトリックのパージ


モデルをアクティブ化すると、そのモデルに固有のBAMデータ・オブジェクトが作成されます。これらのデータ・オブジェクトに取得されたメトリックをパージするには、BAMデータの保存機能を利用する必要があります。InsightConfigBean内のBAMMetricsRetentionPeriodに基づいて、これらのData Objects内のデータの保存期間が設定されます。

デフォルト値は90です。この保存期間を超えて作成されたメトリックは、BAMの内部ジョブによってパージされます。パージは夜間ジョブによって行われ、パージ・ジョブの実行時間はBAM構成によって設定されます。InsightConfigBean属性の更新の結果、アクティブ化されたすべてのモデルData Objectsの保存期間が即座に更新されます。BAMメトリックは、モデル固有の構成ではなくグローバル構成です。










A BAMデータ・オブジェクトおよびプロジェクトのクリーニング


新しいターゲット環境でBusiness Activity MonitoringのT2Pを完了した後は、Oracle Real-Time Integration Business Insightをスムーズに機能させるため、この項に示すクリーン・アップ・アクションを実行する必要があります。このクリーン・アップにより、クリーン・アップ後に問題なくモデルをアクティブ化できるようになります。


データ・オブジェクトおよびプロジェクトをクリーン・アップするには、次の手順を実行します。




	Oracle Business Activity Monitoringコンポーザにログインします。
	Insightモデルのプロジェクトを開きます。プロジェクトの表示名は、Insight<Model Name>のようになります。
	このプロジェクトを削除します。
	「管理者」タブをクリックします。
	データ・オブジェクト・ツリーを、「データ・オブジェクト」→「oracle」→「insight」→<Model Node Name>ノードまで展開します。
<Model Node Name>が小文字であり、空白を含んでいないことを確認できます。


	このノードを削除します。モデルのノードを選択するときは注意してください。


警告:

他のモデルのノードや内部ノードを削除しないでください。
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Pre-General Availability (一般提供前)版のドキュメントについて

このドキュメントがPre-General Availability (一般提供前)版の場合:

このドキュメントはPre-General Availability (一般提供前)版であり、デモおよび暫定使用のみを目的としたものです。このソフトウェアを使用するハードウェアに限定するものではありません。Oracle Corporationおよびその関連会社は、このドキュメントに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。また、このドキュメントを使用したことによって損失、費用、あるいは損害が発生しても、一切の責任を負いかねます。

非公開のPre-General Availability (一般提供前)版のドキュメントについて

このドキュメントが非公開のPre-General Availability (一般提供前)版の場合:

このドキュメントに含まれる情報は、情報の共有のみを目的としたものであって、顧客諮問委員会(Customer Advisory Board)のメンバーとしてのお客様の立場でのみ、またはお客様のPre-General Availability Trial Agreement (Pre-GAトライアル契約)のみに従って検討されるべきものとします。マテリアル、コード、または機能の提供をお約束するものではなく、購入決定を行う際の判断材料とすべきではありません。このドキュメントに記載されている特徴または機能の開発、リリースおよび時期については、オラクルの裁量により決定されます。

このドキュメントには、ソフトウェアまたは印刷物などの形式を問わず、オラクルが独占的な権利を有する財産的情報が含まれています。この機密資料へのアクセスと使用は、お客様とオラクルとの間で締結され、お客様が遵守に同意した、Oracle Master Agreement、Oracle License and Oracle Services Agreement (オラクル・ライセンスおよびサービスに関する契約書)、Oracle Partner Network Agreement、Oracle Distribution Agreementまたはその他のライセンス契約の条件に従うものとします。このドキュメントとその内容の開示、コピー、複製および配布には、オラクルによる事前の承諾を必要とします。このドキュメントはライセンス契約の一部となるものではなく、オラクルおよびその子会社や関連会社との契約を構成するものではありません。

ドキュメントのアクセシビリティ

オラクルのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイト(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc)を参照してください。

Oracle Supportへのアクセス

サポートをご契約のお客様には、My Oracle Supportを通して電子支援サービスを提供しています。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info)か、聴覚に障害のあるお客様は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。
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Application Roles

Application roles are the roles used by security aware applications that are specificto the application. These foles are seedsd by applications in single global policy store when the applications are registered. These are also application roles
that are created in the context of end users accessing the application.

To manage users and groups in the WebLogic Domain, use the Oracle Webl oqic Server Security Provider

¥ Policy Store Provider

4 search
‘Select an application and enter a search keyword for the role name to search for roles defined by this application. Use the application stripe to search if the application uses a stripe that is different from the application name.
Application Stripe _insight [
RoleName _ Stars witn [ »
Vew > Creste— | [ Crestelke_  /Edi. 3¢ Deleto

Role Name. Display Name Description
InsightBusinessUser Insight Business User The Business Useris responsible for creating the business models.

InsightintegrationArchitect Insight Integration Architect ‘The Business Architect has the responsibilty to add mappings to an existing business model
InsightExecutive Insight Executive ‘The Business Executive role can view and create new dashboards

Insightadmin Insight Administrator The Insight Administrator

InsighthlodelCreator Insight Model Creator The model creator is responsible for creating new models and granting users to model specific roles
InsightConnectionCreator Insight Connection Creator ‘The Connection creatoris responsible for creating and granting connections groups and connections

4 Membership for InsightBusinessUser

Principal Display Name Type Description
Nina. Nina. User Insight Nina with role InsightBusinessUser+InsightExecutive+BAMContentCreator
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Edit Application Role : InsightBusinessUser
Role (or Enterprise Role) s the group of users designed atthe enterprise level and typically used o assign a privlege or permission. A role can also contain oiher roles as members

General
Appiication Stripe _ insight

Role Name _ InsightBusinessUser

Display Name  Insight Business User

Description  The Business User s responsible for creating the.
business models.

Members
‘An application role may need to be mapped to users or groups defined i enterprise LDAP server, or the role can be mappedto other application roles.

Viem >\ g0\ € Dekete
Name Display Name Type
Nina. Nina. User
BusinessUser BusinessUser User

SuperUser User

SuperUser
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Edit Key

SelectMap
Key
Type
* User Name

* Password

* Confirm
Password

Description

OK | Cancel

oracle soa.insight
INSIGHT_BIP_CONNECTION_KEY

Password

weblogic
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Credentials

A credential store i the repository of security data that certifes the authority of eniities
manage their credentials securely.

P Credential Store Provider

Vieww o CreateMap o Createkey /' Edit. 3 Delete..
Credential
» £ BamSenver
4 £ oracke soainsight
 SOACoNN1_2aee55c3-6891-451b-fc9-d624ci5 1cBeh

7 INSIGH ONNECTION_KEY
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Service Bus Test Connection

Configured
0SB Connection 05/25/16 7:58 PM PDT

Updated: 05125/16 7:58 PM PDT - by weblogic.
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System MBean Browser

* ?

Applica

i comoracle gt
i comoracle jabc
fim comoracie jos
i comorace management
i comoracle.osb
i com oracle.procmon engine management
4 fim Server: AdminServer
4 m Application: nsight
4 fim ConfighiBean
© insightConfigBean

» i MetadataMBean
im com oracle sdp messaging
i comoracle webservices

fim com sun.management

+  @nformation

n Defined MBeans: ConfigMBean:InsightConfigBean

‘The changes made on this mbean are not managed by the configuration session. The changes will be applied immediately. You cannot undo the cha

Change Center.

b Show MBean Information

Attributes | Notifcations

Name

1 BAMMetricsRetentionPeriod

2 Batchsize

3 BiSenverPassword

4 Bisenverun

5 BiSenverUsemame

Description

Number of days for which Insight collected merics will be retai
Number of events that the eventprocessor will process togethe.
CSF Password Credential Key for the BI Publisher server

URL of the BI Publisher server. Requires protocol (http), host (.

Username for the BI Publisher server

Access Value
RW 90
RW 1000
RW | INSIGHT_BIP_CONNECTION_KE)
RW | hitpisicO1fco.us oracle. com-19704)
RW
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Add Principal

‘Specify criteria to search and select the application roles that you wantto grant permissions to.
4 search

o con ]

Princial Name Starts wih [

Display Name  Starts it [~ »
Searched Principals
View v [’ Detach
Principal Display Name: Description

No search conducted

4 Advanced Option

[E] Checkto enter principal name here instead of searching from above. This option can be used for advanced scenarios relatedto custom authenticators

OK  Cancel
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Edit Connection

Edit Connection by updating the below values

Name  Senvice Bus Test Connection

D SeniceBusTestConnec

Description 0SB Connection

Type  Senice Bus

HostName _ sico3spfus.oracle.com

Port Number | 7001

SSL Enabled

Login  weblogic

Configured
Retest Connection

Cancel | Save
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Reports are unavailable The Reports page has not been configured. Please contact your administrator
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test SB Connection
Updated: 02122/16 3:45 Al UTC - by weblogic:

© Disconnected
02/22/16 3:42 AM UTC

up
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Create Connection x

Create Connection by completing the below values

Name  Enter an appropriate name for the connection

1D Enter a unique ID for the connection

Description  Enter a suitable description for the connection

e B
P e —

Port Number _ Enter 3 port number for the connection

Login _ Enter alogin name to be used for the connection

Password _ Enter 3 password to be used for the connection

Test Connection

Cancel | Create
(]






